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新
幹
線
の
板
金
加
工
を

手
が
け
る
下
松
市
東
海
岸

通
り
の
山
下
工
業
所
が
24

日
、
自
社
製
の
ア
ル
ミ
合

金
製
チ
ェ
ロ
を
市
に
寄
贈

し
た
。
車
両
先
端
の
「
顔
」

を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
て

つ
く
る
「
打
ち
出
し
板
金
」

の
技
を
用
い
て
い
る
。
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下
松
市
役
所
で
、
井
川
市
長
（
右
）
ー

に

寄
贈
す
る
山
下
社
長
（

新
幹
線
の
板
金
・
山
下
工
業
所
が
寄
贈

も
の
づ
く
り
象
徴
「
職
人
冥
利
」

ン
ト
に
、
市
は
「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
」
（
井
川
成

正
市
長
）
の
象
徴
と
し
て

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
飾
っ
て

公
開
。
制
作
し
た
「
現
代

の
名
エ
」
、
同
社
顧
問
の

ひ
ろ

ゆ
き

藤
井
洋
征
さ
ん

(69)
は

「50年
や
っ
て
き
た
職
人

冥
利
に
つ
き
る
」
と
自
を

細
め
て
い
た
。

下
松
巾
に
ア
ル
ミ
竪
チ
ェ
ロ

料理の腕は

た同 0名生ア約全
め社 0エ労ル 7長
金は 8 L-... 働ミロキ約
属技 年‘省板 0 1 
製術 に 藤 認 か 胴 3| i 
のをつ 井 定 ら 体 〇 贔

簗界言克祠音附遭
器す たが代‘枚重門
にる 0 2の厚のさ く

る掛 日下 さ丁口抄i
3け‘魯藤せ ‘5戦
丁た 市 登 井 て ビ 丁 c
目 新 役 さ さ い オ ‘ 己
の幹所んんるラバれ

ご晨嘉⑲社゚ 十i患
口由れが長 をリに
ー己来‘この 完ン
のす 手 の 山 成 6

妻
が
逝
っ
て
1
年
余
。
よ
う
や
く

ス
ー
パ
ー
の
総
菜
に
も
飽
き
て
、
「
や

っ
ぱ
り
料
理
を
し
な
き
ゃ
あ
」
と
思

っ
て
い
た
時
、

9
月
の
市
報
に
、
小

学
生
の
考
え
た
料
理
の
レ
シ
ピ
が
載

っ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
義
姉
が
く
れ
た
材
料
の

長
芋
が
あ
っ
た
の
で
、
試
作
に
か
か

る
。
芋
を
す
り
お
ろ
し
、
ね
ぎ
を
刻

＼紗‘會告随餐仄
、
．
み
」
削
fvぶ
パ

刀

Jl

ミ
製
の
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ

オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
と
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
製
バ
イ
オ
リ
ン
の

四
重
奏
の
C
Dも
披
霞
゜

森
田
康
夫
副
市
長
は
「
重

厚
な
音
が
す
る
」
と
感
心

し
て
い
た
。

【
峰
下
喜
之
】

小
中
高
一
貫
校
で
日
本
語

豪
州
の
中
古
回
生

1
8
A松
を
学
ん
で
い
る
。
罰
校

と
な
っ
た

2
0
1
2年
以

来
、
初
め
て
華
陵
高
を
訪

花
岡
小

1
年
生
と
交
流
下

華
陵
高
校
（
下
松
市
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
の
れ
た
。

21S26日
、
華
陵

と
姉
妹
校
の
縁
で
オ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
高
の
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
日
中
の

カ
ワ
ナ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ

・
ス
テ
ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ

の
生
徒
18人
が
24日
、
下

松
市
立
花
岡
小
学
校
を
訪

れ、

1
年
生
の
授
業
に
参

加
し
た
。
児
童
は
「
N
i

c
e
t
o
m
e
e
t
 

y
o
u
!」
（
よ
ろ
し

く
）
と
元
気
に
出
迎
え
、

漠
字
の
成
り
立
ち
な
ど
を

一
緒
に
学
び
、
交
流
を
楽

し
ん
だ
。

18人
は
13S16歳
（
中

学
2
年
S
高
校
2
年
）
で
、

オーストラリアの生徒にクラスで飼育している

カニを紹介する花岡小の 1年生たち

ラ
ー

/
h
ニ
~
｀

花
岡
小
で
は
こ
の
日
、

日
本
語
で
自
己
紹
介
し
た

後
、
国
語
の
授
業
に
参
加
。

「
山
」
「
川
」
な
ど
の
漠

字
が
象
形
文
字
か
ら
で
き

て
い
る
こ
と
を
ク
イ
ズ
で

学
ん
だ
。
英
語
で
じ
ゃ
ん

け
ん
を
す
る
イ
ス
取
り
ゲ

ー
ム
も
あ
り
、
教
室
は
笑

い
声
で
あ
ふ
れ
た
。

エ
ミ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ

ル
さ
ん

(15)
は
「
日
本
の

学
校
は
教
室
で
生
き
物
を

飼
っ
て
い
て
驚
い
た
。
子

ど
も
た
ち
は
本
当
に
可
愛

医
療
費
の
返
還
を
名
自

に
し
た
還
付
金
詐
欺
か
ら

お
年
寄
り
を
守
っ
た
と
し

て
、
岩
国
署
は

24日
、
岩

国
市
農
協
川
下
支
所
（
米

本
哲
也
支
所
長
）
と
職
貴

の
細
川
圭
介
さ
ん

(34)に

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

同
署
に
よ
る
と
9
日
午

後
0
時
20分
-3
ろ
、
市
内

み
、
花
か
つ
お
を
入
れ
て
、
レ
ン
ジ
~

で

蒸

し

て

出

来

上

が

り

。

・

帰
省
中
の
娘
が
、
半
信
半
疑
で
口
~

に
し
、
「
お
い
し
い
」
と
言
う
。
な
"

る
ほ
ど
結
構
い
け
る
。
来
合
わ
せ
た
~

友
人
夫
婦
も
試
食
し
て
、
レ
シ
ピ
を
~

二
E

写
し
て
帰
る
。

面

み
ん
な
、
料
理
の
腕
に
つ
い
て
は
＂
ロ

一
言
も
な
し
。

浦部昭ー(81)

● 2014.9.25 

岩
国
署

還
付
金
詐
欺
防
止
の

農
協
職
員
に
感
謝
状

選
果
作
業
を
す
る
人
た
ち

く
て
楽
し
か
っ
た
」
。
花
が
い
る
の

岡
小
1
年
の
御
手
洗
楓
駕
っ
た
。
い

さ
ん
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
た
い
」
と

ア
に
は
お
も
し
ろ
い
動
物
い
た
。

の
70代
の
女
性
が
支
所
を

訪
れ
、

A
T
M
（
現
金
自

動
受
払
機
）
の
操
作
を
始

め
た
。
携
帯
電
話
の
や
り

取
り
を
聞
い
た
細
川
さ
ん

は
「
詐
欺
」
と
直
感
。
「
電

話
で
、
医
療
費
の
払
い
戻

し
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
」

と
い
う
女
性
に
A
T
M
で

払
い
戻
せ
な
い
こ
と
を

説
明
。
相
手
の
局
番
が
関

東
地
方
で
不
審
な
こ
と
な

ど
か
ら
思
い
と
ど
ま
ら

せ
て
被
害
を
未
然
に
防
い

ぶ
J
O

t
 河

村
清
己
署
長
か
ら
感

謝
状
を
手
渡
さ
れ
た
細
川

さ
ん
は
「
実
際
に
介
護
保

険
の
選
付
金
の
通
知
が
あ

り
、
女
性
は
混
同
し
て
い

た
様
子
。
丁
寧
に
説
明
し

た
の
が

か
ら
も
稗

け
て
い

こ。t
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